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い

ゐ
り
ま

今月 の納税よ

九
月
十
五
日
は
「
と
し
よ
り
の
一
楽
し
み
の
少
な
い
日
を
送
っ
て
お
一
重
心
に
か
え
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
一
九
月
十
五
日
か
ら
二
十

一
日
ま

日

」

で

す

。

一

ら

れ

ま

す

。

一

若

い

気

持

を

お

忘

れ

に

な

ら

な

い

一

で

「

と

し
よ
り
の
福
祉
週
間
」
が

お
と
し
よ
り
の
か
た
は

長

い

人

一

一

ょ

う

ζ

、
明
る
い
気
持
で
、
毎
日
一
行
な
わ
れ
ま
す
か
、
乙
の
期
間
中

一

ち

ょ

っ

と

し

一

J

一

生
に
お
い
て
、
多
く
の
困
難
こ
う
一

一を
品
こ
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
ど
健
一
市
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
行
事
を
行

ち
か
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
世
の
引
の一

た

心

が

け

を

一

事

長

寿

議

た
れ
る
よ
う
U
か
一な
い
ま
す
。

た
め
に
つ
く
し
て
乙
ら
れ
ま
し
た
一
若
い
人
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一

ま
た
、
家
庭
で
は
わ
た
じ
た
ち

一心
が
け
が
、
お
と
し
よ
り
に
は
大
一

を
つ
ね
に
温
い
愛
情
と
細
心
の
注

目き
な
杭
ひ
と
な
る
も
の
で
す
。
一

意
言
ウ
て
育
て
導
い
て
く
だ
さ

一

車
内
で
は
事
ゆ
ず

っ

て

あ

げ

一

理

髪

、

マ

ッ

サ

ー

ジ

い
ま
し
た
。
そ
の
ご
財
力
や
と
労
た
り
、

家
庭
で
は
新
聞
を
読
ん
で
一

吉

村

、
わ
た
し
た
ち
は
た
え

や
っ
た
り
、
間
を
た
た
い
て
あ
げ
一

な

ど

半

額

サ

ー

ビ

ス

ず
開
制
と
敬
愛
の
気
持
や
も
っ
て

る
と
、
ほ
ん
と
う
に
お
喜
び
に
な
一

市

一お
い
た
わ
り
心
な
け
れ
ば
な
り
ま一

り
ま
す
。

一

時

一
せ

ん

。

二

と

よ

り

の

日

」

に

あ

た

り

一

室

望

者

は

、
本
小
路
六
二
真
一
次
最
高
令
室
町
一
一
一
一四
渡

M
L
一

お
と
し
よ
り
は
体
力
が
お
と
ろ

お
ど
し
よ
り
の
か
た
が
た
が
、
日
一
弓
か
ね
さ
ん
γ

(

何
才
)
で
す
が
(
一海
朝
市
さ
ん
(
%
才
、
慶
応
元
年

山
一

ぇ
、
日
常
の
生
活
に
も
不
自
由
で
と
九
の
労
昔
争
す
っ
か
り
忘
れ
、
一
昨
年
記
念
写
真
を
贈
呈
)
本
年
は
一
七
月
十
日
生
れ
)
に
記
念
写
真
を

同

お

贈
り
し
ま
す
。
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つ
り
〉
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〔
生
態
〕

南

す

。

血

多

司会
磐
田
な
害
虫
て
す
。
ぎ

小
清

J
京
虫
の
雌
成
虫
は

幼
虫
の
期
間
は
C
一
宇
度
ぐ

た
吸
血
だ
付
で
な
く
チ
ャ
ガ
ス

m
-
一一一

w

気
問
C
十
五

t
一ニ

ら
い
な
ら
二
十
日
、
C
十
八

病
、
黒
熱
病
、
再
帰
熱
わ
病
原

小
一
川
口

w

十
六
度
の
と
き
産
度
ぐ
ら
い
な
ら
百
二
十
日
も
か

体
も
媒
介
し
ま
す
。

川
伯
惇
山
卵
を
お
こ
な
う
と
か
あ
ょ
う
で
す
。
ま
た
股
血
し

〔

駆
除
方
法
〕

南
京
由
は
吸

i
i
い
わ
れ
、

一
日
に
た
径
は
一
七
五
日
も
絶
食
す
る
血
時
日
舛
は
柱
、
壁
な
ど
の
隙

一
J
二
個
の

v
f
E
-
1
-
E
x
-
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間

に

き

は
U
U
3
1
1ゆ
告
z
山
市
場
直
三

九日日…

ぐ
ら
い

の

期

で

、

薬

剤

聞
に
四
百
個
ぐ
ら
い
産
み
つ
づ
と
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
、
な

の
散
布
に
は
そ
う
い
う
場
"
を

げ

ま

す

。

か

な

か

強

い

害

虫

で

す

.

重
点
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
.

卵
の
期
聞
は

C

三
十
度
以

上

(
病
気
〕
南
京
虫
院
吸
血
虫
薬
剤
は
有
欄
燐
製
剤
系
わ
油
剤

の
と
き
M
四
日
ぐ
ら
い
で
す
が
の
中
で
一
容
か
ゆ
く
、
は
れ
が
乳
剤
を
使
用
す
れ
ば
効
果
的
で

十
五
度
《
r
h-い
の
と
き
砿
ふ
化
大
き
く
、
お
も
に
夜
の
聞
に
手
す
。

ず
る
む
に
四
十
日
も
か
か
り
ま
首
な
ど
わ
露
出
し
た
部
分
を
吸

(
保
腕
衛
生
掛
)

れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

(
福
祉
事
務
所
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です。

市
接
種
前
日
に
は
必
ず
入
浴
を

さ
せ
て
く
ご
さ
い。

秋
の
種
病
を
つ
ぎ
の
日
割
で
実

7

市山
接
種
当
日
お
よ
び
翌
日
は
安

掘
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
も
れ

静
を
さ
せ
激
動
、
入
浴
は
さ
せ

な
く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

i

な
い
で
く
だ
さ
い。

言

勺

ム
接
種
部
伎
を
陛
際
し
な
い
で

ム
該
当
者

、

く
ピ
さ
川
o

mw生
後
二
カ
月
か
ら
生
後
十
ニ

ム
笑
白
日
制

カ
月
の
乳
幼
児
(
生
後
十
二
カ

場
所
接
種
月
日
検
診
月
日

月
以
上
の
も
の
で
一
回
も
接
極
三
浦
出
張
所

9
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9
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し
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も
の
も
含
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⑦
来
年
四
月
小
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校
に
入
学
す
市
役
所

9
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も
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中
央
公
民
知

9
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9
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⑤
護

士
一月
小
学
校
卒
業
す
る
池
田
川
筆
記

M
9
-
m
9
m

も

の

市

立

病

院

m
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m
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m

ム
接

種

料

金

竹

山

山

出

張

所

m
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一
人
当
り
十
円
の
実
質
を
い
た

宮

沢
宇

d
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剖
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噌

i

唱
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ま

す

福

重

o
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ム

注

意

松

原

o
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・
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東
大
村
小
学
校
9
・

ω
m
・
7

ム
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で

ム
当
日
は
必
ず
母
子
手
慣
を
と

持
参
く
だ
さ
い
。

公
売
お
知
ら
せ

市
税
滞
納
に
よ
り
、

差
押
え

た
財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、

公

売
に
付
し
ま
ず
か
ら
、
賞
受
希

望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
に
、
印

鑑
持
参
の
う
え
と
参
集
く
だ
さ

ム
日
時
九
月
二
十
日
午
後

二
時

ム
公
売
場
所

市
役
所
税
務
課

ム
公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

ム
公
売
保
証
金
見
積
価
格
の

百
分
の
十

ム
代
金
納
付
期
限
九
月
二
十

七
日
午
後
三
時

ム
農
地
の
公
売
に
つ
い
て
は
、

県
知
事
の
発
す
る
、
適
格
証

と

県
は
昭
和
三
十
五
年

表

付

度
第
二
次
の
伐
採
許

公

受

度

を

可

を

七

月
三
十
一
日

曜

晴

付

で
決
定
し
ま
し
た

即
時
和

が
、
次
期
伐
採
申
請

の

伐

に
備
え
て
、
各
森
林

区

大

林

三

区
の
許
容
極
度
の
残

若

第

盈
を
公
表
し
ま
し
た

問中ハ
畝
二
十
二
歩

ノ

全

国

各

市
一
旭
川
凶
郷
立
石
河
六
十
一一認
の
一

山

引

地
で
空
港

一

畑

一
畝
二
十

六

歩

一

H
H
H

祭
が
九
月

-

一
，4E
，

河
川
大
村
市
四
百
九
十
三
貯
の
十
一

耳

、

十

八

日

か

七

家
居
者
可
同
市
六
百
十
一

み

ω
一

ら

二
十
日

ご
審
木
造
瓦
茸
二
階
家
自
一

ζ
ア

レ

ま
で
、
一

一
切
不

舗
一

一棟

建
坪
二
十
二
坪
一
三
・

ト

ず

せ

い

に

催

合
二
勺
外
二
階
二
十
一
坪
一

ゐ
タ
フ

h
J
J

卜

さ
れ
ま
す

七

合

八

匂

一

向

、

川

;

が

、

大

村

小
川
小
路
口
郷
七
百
四
十
五
帯
一

γ

メ
ヱ

市
で
も
県

家
屋
書
号
同
郷
八
十
八
番
一

一

三

一一
小

や

関
係
各

木
造
瓦
茸
平
家
一

横

建
坪
一

-P
展

市
、
ま
た

四
十
七
坪
四
合
三
勺

一
司

抗

1
4

観
光
、
商

⑦
小
路
口
郷
茶
屋
の
辻
七
百
四
一

匂

己

創

工
団
体
の

十
五
番
宅
地
七
十
五
坪
一

d
こ

1
ま

い

り

⑩
電
話
加
人
権
背
潮
局
九
番
一
で
全
国
空
港
祭
の
一

環
と
し
て
九

甲

{税
務
課
二
月
十
四
日
か
字
八
日
ま
で
大
村

一空
港
を
巾
心
に
感
大
に
お
こ
な
わ

一
れ
ま
す
。

一
公

明

選

挙

の

標

語

を

募

集

…

一
勺
航
空
展
示
会

(大
村
商
工
会

一議
所
日
十
七
日

i
T八
日
H
航
空

〔
趣
旨
〕
一
し
い
政
治
に
よ
っ
て
実
現
し
、
正
一
写
真
や
航
空
機
の
慎
型
を
屡
否

私
た
ち
の
明
る
い
生
活
は
、
正
一
し
い
政
治
は
明
る
い
選
挙
に
よ
っ

一
⑨
前
夜
祭
(
大
村
空
港
タ
l
ミ

て
実
現
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
と
の
一
ナ
ル
日
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
日
十
七

よ
う
に
充
分
わ
か
り
き
っ
た
乙
と
一
日
午
後
七
時
)

で
も
、
い
ざ
選
挙
と
な
る
と
な
か
一
⑨
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
お
よ
び
演

な
か
実
行
で
き
な
い
。
一
奏
会
(
補
助
グ
ラ
ン
ド

1
駅
前
ま

私
た
ち
は
と
の
よ
う
な
と
と
に
一
で
。
参
加
バ
ン
ド
は
県
営
、
西
肥
、

な
ら
ぬ
よ
う
、

つ
ね
に
自
覚
し
、一

長
崎
の
三
パ
ス
会
社
と
陸
自
大
村

立
派
な
選
挙
で
明
る
い
政
治
が
生
一
部
隊
H
十
八
日
午
前
十

一
時
三
十

れ
る
よ
う
日
頃
か
b
努
力
し
な
け
一
分
i
同
正
午
ま
で
、
午
後
二
時
か

れ
ば
な
ら
な
い
。

‘

一
ら
三
時
ま
で
空
潜
で
演
奏
)

門
募
集
要
領
〕

一

④

航

空

デ

モ

ン

ス

ト

レ

l
シ吉

川
内
容
公
明
選
挙
を
表
し
た
一

ン
(
空
潜
施
設
の
開
放
、
海
上
自

も
の
『
趣
旨
の
項
を
よ
て
統
一
衛
隊
大
村
航
空
間
略
機
や
参
#
宮
口
の

ん
で
く
だ
さ
い
)
で
未
発
表
一
展
一亦
、
写
真
撮
影
会
、
小
中
学
校
児

の

も

の

一

重

ス

ケ

ッ

チ

大

会

、

横

型

飛

行

機

川
応
募
資
格
市
内
居
住
者
一
競
技
会
リ
十
八
日
午
前
九
時
J
汗

川
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
一
後
五
時
)

よ
る
。
な
お
応
募
枚
数
に
制
一

⑤
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
演
技

(十

限
は
な
い
が
標
語
は
は
が
き
一
八
百
)

一
枚
に
つ
き
一

点
と
す
る
。
一
ゎ
編
隊
飛
行
(
海
上
自
衛
隊
岩

山内
提
出
先

大
村
市
役
所
内
一
国
教
育
隊
、
同
鹿
屋
教
育
隊
、
陸

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
一
上
自
衛
隊
目
達
原
第
四
航
空
隊
所

川
締
切
九
月
一二
十
日

当
日
一
属
機
リ
十
八
日
)

ー
白
川

町

壮

一

生

補

附

大

分

定

期
便
の
観
送
迎

?
f
hJ
f

J

一
(
大
村
空
港
日
十
八
日
)

川
発
表
十
月
中
旬
入
選
者
一

一
冊
招
待
飛
行
(
犬
村
空
港
川
十

槙
詔
等
は
市
政
だ
よ
り
掲
載
一
ヘ
日
)

小
山
首
入
選
者

一
、
一
一二
一
、一

①
航
空
の
夕

(
市
巾
央
公
民
舘

位
各

一
名
お
よ
び
佳
作
五
名
一
日
航
空
映
画
H
十
八
日
午
後
七
時

に
賞
品
を
贈
呈
す
る
。

ー
午
後
十
時
)

{大
村
空
港一-

明
習
を
有
す
る
も
の
に
限
り

入
札
を
許
可
す
る
。

公
売
物
件

の
今
村
郷
西
原
千
百
七
十
六
帯

畑
六
畝
、八
歩

句
池
田
郷
仰
木
原
七
十
八
番

畑
五
畝
二
十
三
歩

ド

池
田
郷
柿
木
原
七
十
九
番

畑
ニ
反
一
畝
九
歩

池
田
郷
柿
木
原
八
十
凶
器

畑
三
畝
十
九
歩

品川
宮
代
郷
大
多
武
二
千
七
百
三

十
八
番
回
五
畝
二
十
八
歩

ぬ
池
田
郷
柿
木
原
五
十
四
番
第

一
畑
三
畝
十
九
歩

⑤
五
の
郷
広
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五
百
三
十
二
番
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八
年
ぶ
り
に
家
屋
を
評
価

屋
内
は
で
き
る
だ
け
開
放
し
て
く
記さい

の
で
、
関
係
者
は
市
農
林
課
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
年
度
巾

に
制
限
林
お
よ
び
普
通
林
の
針
葉

樹
の
適
令
伐
期
令
級
未
満
の
立
木

を
伐
採
す
る
か
た
の
許
可
申
請
を

受
け
つ
け
ま
す
の
で
、
希
望
の
か

た
は
九
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

に
市
農
林
課
に
申
請
習
を
出
し
て

く
だ
さ
い。

F

農
林
諜
)

家
屋
の
許
価
に
関
し
て
は
昭
和
ま
ず
最
初
に
実
施
す
る
町
内
は
一
ム
入
札
方
法
一

般
競
争
入
札

∞
理
髪
、
浴
場
、
は
り
、
き
ゅ
う
一
二
十
七
年
に
全
般
的
に
許
制
を
行
一
つ
ぎ
の
と
お

り

で

す

。

一

一

一

一ム
入
札
資
格
市
税
完
納
者
で
現

マ
ッ
サ
ー
ジ
業
組
合
で
同
そ
れ
一
な
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
判
八
年
一
マ
三
浦
地
区

un町
内
一
空
一
カ
年
以
上
市
内
心
居
住
し

一あ
議
過
し
ま
し
た
の
で
‘
一
部
に
一

マ
鈴
田
地
区
日
岩
松
町
内

一

ぞ
れ
半
額
サ
ー
ビ
ス
す
吾
乙
と
こ
一

一

一
て
い
る
者

'

t
一
税
負
担
の
不
均
衡
も
あ
り
ま
す
。
一
，マ

竹
松
地
区
H
鬼
橋
町
内

一

一

一

一
ム
入
札
保
証
金
入
札
金
額
の
百

な
り
ま
し
た
の
で
、
六
十
五
才
以
一
そ
れ
で
こ
の
た
び
出
張
所
地
区
の
一

マ
萱
瀬
地
区
H
黒
木
町
内

一

一

ー

一

一

分

の

三
以
上

上
の
か
た
で
、
ど
利
用
柔
望
さ
一
家
屋
か
喜
棟
ど
と
の

草

案

一

マ一
福
重
地
区

今

富
町
内

一ム
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
事
業

一
施
す
名
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
九一

マ
松
原
地
区
久
津
町

内

一

れ
る
か
た
は
「
サ
ー
ビ
ス
券
」
を
一

'

一

一

課

(電
一
一
〕
四
三
番
)
に
お
た
ず

一
月
五
骨
か

ら

、

市

の

静

価

補

助

員

一

一

一

一

日

日

自

転

車

預

り

一
ね
く
だ
さ
い
。
(
事
業
抑
制
}

福
祉
事
務
所
ま
た
は
出
張
所
で
受
一

-

係

員

)

が

み

な

さ

ん

の

お

宅

に

一

一

一

一
所
使
用
権
の
入
札

け

取

っ

て

ぐ

だ

さ

い

。

一

伺

い

ま

す

。

一

一
市
の
怪
員
が
来
訪
レ
ま
し
た
際
一

事
業
課
で
は
競
艇
場
入
場
門
前

ゆ
八
十
五
才
以
上
の
高
令
者
百
十
一

¥バ4

一

一は
、
許
価
の
公
平
を
期
す
る
意
味

一
両
側
の
自
転
車
預

P所
使
用
権

八
名
{
男
三一二
、
女
八
五
)
に
そ
一

一

一か
ら
、
で
き
る
だ
け
内
を
開
放
一
一
(
十
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
の
レ

し
て
い
た
だ
き
、
と
く
に
品
開
働
紅
一1
1
ス
開
催
期
間
)
の
入
札
を
つ
ぎ

と
の
甚
だ
し
い
個
所
に
つ
い
て
は
一
、の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

そ
の
原
因
な
と
ζ
説
明
く
だ
さ
い
一ム
入
札
期
日
九
月
十
六
日
午
後

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一

一均

刊
日
か
ら
松
の
種
痘

自

転

車

、

荷

車

な

ど

は
放
置
し
な

っ 、で
か、

道
路
は
底
く
、

い
ま
し
ょ
う

D

自

衛

官

を

募

集

受
付
は
十
月
十
日
ま
て

防
衛
庁
で
は
二
等
陸
、
海
、
空
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
，応

募
さ
れ
る
か
た
は
早
田
に
願
書
を
市
民
課
ま
た
は
出
張
前
ヘ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
応
募
資
格
昭
和
十
一
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
八
年

一
月
一
日
ま
で
の
凶
に
生
れ
た
者

f

満
十
八
才
か
ら
満
二
十
五
才
ま
で
」
学
校
教
育
法
に
定
め
る
中
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
ム
受
付
期
間
九
月
一
円

(
木
曜
日
」
か
ら
十
月
十
日

{
月
眼
目
)

ム
誌
験
十
月
十
六
日
F

日
)
か
ら
十

一
月
六
日
戸
日
」
(
市
民
掛
)

ドなど



食
ー欲

の

秋

で
す
。
暴

飲

暴

食
砂

や

め
て
、

(ごう

農
村

ω問
題
点
な
ど
討
議

成
果
攻
め
に
青
年
研
究
集
会

( :<I， ~58 号)

大

村

市

教

育

委

員

会

並

び

に

大

村

市

青

年

凶

辿

絡

協

議

会

主

催

の

才

四

日

市

内

青

年

研

究

集

会

は
、

青

年

団

員

約

百

二

十

二

泊

(

う

ち

女

子

四

十

一

名

)

が

参

加

し

て

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

こ

の

会

で

は

「

農

政

問

題

」

「
郷
土
の
隠
央
」

に

つ

い

て

の

講

演

、

結

婚

問

題

の

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

、

営

火

な

ど

が

行

な

わ

れ

た

ほ

か
、

参

加

者

全

員

3

、、
/

t
r
'
J
i
r
-

争、、

f

J

イ
ル
-zt
諸

が

五

つ

の

分

科

会

に

別

れ

て

討

議

を

行

な

い

ま

し

た

が

、

わ

の

と

お

り

で

し

た

。

土ナf

才
一
分
科
会
青
年
の
生
活

政市村犬(毎月 1日，10F.I ，Z 0日発行)
昭和初年 9月10日

(昭和33年4月22日第三種郵便物認可〕

い己ょ本工事に萱瀬ダム そ

の

お

も

な

意

見

は

つ

ぎ

茸
瀬
の
多
目
的
ダ
ム
の
定
脱
式

'

が
九
片
二
日
午
前
十

一
時
間
ダ
ム

ヤ

の
現
場
で
、
低
雌
知
事
、
大
村
市

昨

長
代
理
渉
江
助
役
な
ど
多
数
が
出
~

席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

日

こ
の
式
で
ダ
ム
サ
イ
ト
の
一
番
「

底
に
あ
た
る
と
乙
ろ
に
知
事
の
筆

巳

で
「
定
礎
」
と
署
名
を
き
さ
ん
だ
一

高
さ

一
メ
ー
ト
ル
、
三
十
セ
ン
チ

町

四
角
の
大
理
石
を
す
え
、
上
か
ら
一

パ
ケ
ッ
ト
ロ
l
-っ
l
で
運
ば
れ
た

骨

セ
メ
ン
ト
を
か
ぶ
せ
て
埋
め
ま
し
↑

た

。

目

な
お
、
起
工
式
は
九
月
末
ご
ろ

の
予
定
で
す
。

写
真
は
ダ
ム
の

一
番
底
に
あ

-

た
る
と
乙
ろ
で
、
こ
の
上
に

高
さ
五
十

一メ
ー
ト
ル
長
さ

百
七
十
五
メ
ー
ト
ル
の
え
ん

-

堤
が
鈍
か
れ
ま
す
。(企

副
主
)

健

康

で

過

し
ま

実
現
す
る
よ
，つ

に
し
た
い
。

@
農
村
で
は

機
械
化
も
相
当

進
ん
だ
が
、
ま

だ
ま
だ
仕
事
に

追
わ
れ
、
と
て

も
女
化
的
な
生

活
が
で
き
る
段

階
で
は
な
い
。

作
業
の
や
り

方
在
工
夫
し
て

時
聞
を
余
す
べ

き
だ
。
そ
し
て

現
在
、

一
部
の

州
区
だ
け
で
行

な
わ
れ
て
い
る

燥
休
日
を
婦
人

会
、
公
民
館
な

ど
と
協
力
し
て

全
地
域
に
拡
げ

た
い
。

し

写
真
H
熱
心
に
話
し
合
う

M
剖
た
ち

一
は
胤
に
対
ず
る
理
附
も
傑
ま
り
家

一
庭
生
活
の
よ
き
相
談
相
手
や
、
ま

一た
拍
場
者
と
な
っ
て
も
ら
う
乙
と

一が
で
き
る
。
な
お
、
子
と
も
が
で

市
結
婚
問
岡
山
で
は
大
部
分
の
女
き
た
と
き
の
世
話
も
し
て
も
ら
え

性
が
姑
の
い
る
家
躍
を
希
製
し
て
る
の
で
、山
凶
作
業
も
夫
と
協
力
し

い
る
。
そ
の
剖
由
は
、
現
在
の
姑
て
能
ギ
的
じ
ゃ
る
乙
と
が
で
き
る

結
婚
H

姑
の
い

る
家
庭
を
希
望

^̂^̂^̂' 

才
二
介
科
会

生
産
活
動

必
要
左
経
営
の
共
同
化

の
今
後
の
農
業
経
蛍
は
、
果
樹一

l
千
円
、

到
子
で
二
千
I
凶
千
円

と
一歯
産
を
主
体
に
専
業
化
し
て
ゆ
一
で
あ
る
が
、
希
裂
と
し
て
女
子
三

く
べ
き
で
あ
る
。
農
業
だ
け
で
二
千
円
、

男
子
五
千
円
は
ほ
し
い
。

本
立
す
る
に
は
最
低
十
五

t
二
十
一

ア
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。

∞
最
近
大
部
分
の
農
家
に
焼
機

⑨
乙
の
分
科
会
に
出
席
し
た
背
一
の
小
さ
い山民
家
で
は
、
農
機
具
代

具
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
規
模

年
た
ち
は
親
た
ち
か
ら
経
営
を
ま

一金
や
維
持
費
の
た
め
経
蛍
全
般
が

大
き
な
圧
迫
を
つ
け
て
い
る。

か
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
小
遣
い
を
あ
ら
っ
て
い

る
。
そ
の
傾
は
月
に
女
子
で
五
百

一す
す
め
る
必
廷
が
あ
る
。

乙
の
点
か
ら
も
早
く
共
同
化
を よ

う

社
会
活
動

学
習
活
動

生

活

記

録

を

奨

励

vv-..ハ，ぜγ、

一
談
会
な
ど
定
期
的
に
聞
き
、
母
と
一
ろ
で
も
研
究
的
な
視
察
も
か
ね
る

一
子
の
両
方
の
立
場
か
ら
理
解
を
深

一
よ
う
に
企
画
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ

一
め
る
よ
う
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

一る
。

一
小
女
子
部
の
活
動
の
不
振
が
問
一
∞
役
員
に
選
ば
れ
た
も
の
が
、

一
閣
に
さ
れ
た
が
、
人
数
が
少
な
い
一役
職
に
対
ず
る
不
安
の
た
め
、
な

②
生

活

記

録

を
奨
励
し
た
一
た
め
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
い

一り
た
が
ら
な
い
向
が
あ
る
が
、
乙

い
。
ま
ず
記
帳
の
習
慣
を
養
い
簡
一

の
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
が
、
少
一
れ
は
実
際
に
経
験
を
し
な
が
ら
学

館
な
乙
と
か
ら
は
じ
め
る
よ
う
に
一人
数
で
も
で
き
る
グ
ル
ー
プ
的
な
一
ぶ
積
極
的
な
態
度
が
必
要
で
あ
る

し
た
い
。

一

活

動

を

や

っ

て

成

功

し

て

い
る
団
一
ま
た
本
団
以
上
の
役
員
に
な
る
と

③

読

書

会
を
各
支
部
会
単
位
一も
あ
る
の
で
、
今
後
新
鮮
味
の
あ

一暇
つ
ぶ
し
が
多
く、

家
庭
の
仕
事

で
普
及
し
た
い
。

現
在
、
二
、
一三
る
充
実
し
た
活
動
を
行
な
っ
て
ゆ
一
巻
相
当
ぎ
せ
い
に
し
て
い
る
が
、

の
支
部
で
巡
回
文
庫
や
支
部
文
庫
一け
ば
、
余
り
人
数
の
乙
と
を
気
に
一
と
の
よ
う
な
機
会
に
労
働
の
能
率

を
利
用
し
て
行
な
っ
て
い
る
が
、
一

す

る

と

と

は

な

い

。

一

化

を

は
か
り
、
物
事
を
手
ぎ
わ
よ

さ
ら
に
読
後
の
批
許
会
な
ど
も
や
一
市
侵
近
慰
安
旅
行
が
少
々
派
手
一
く
片
づ
け
る
訓
練
も
必
要
で
あ
る

り
た
い
。

に
な
り
す
ぎ
て
い
る
。
近
い
と
乙

JVVV'、八戸

才
四
分
科
会
組
織
の
問
題

-'vヘ，、"""、
"̂叫、"̂'、

才
五
分
科
会

公
明
選
挙
を
推
進

明
農
村
に
は
ま
だ
ま
だ
形
式
佑
一
も
ち
帰
り
、
再
検
討
を
し
て
乙
れ

さ
れ
た
習
慣
が
多
す
ぎ
る
。
合
理

一
を
推
進
す
る
と
と
に
な
っ
た。

的
で
民
主
的
な
生
活
改
善
を
行
な

一

小
選
挙
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
正

う
た
め
に
、
青
年
間
は
力
を
そ
そ
一
し
い
選
挙
に
対
す
る
意
識
在
高
め

が
ね
ば
な
ら
な
い
。

一公
明
選
挙
を
榊
進
ず
る

品中
背
年
自
身
の
手
で
結
婚
改
善

一

∞
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
は
市

を
な
し
と
げ
る
た
め
、
希
望
一者
を
一青
少
協
、
B
R
S
と
も
連
け
い

つ
の
っ
て
結
婚
改
善
同
盟
会
を
結
一
を
と
り
非
行
青
少
年
の
補
導
に
陣

成
し
、
結
婚
式
は
会
員
の
手
に
よ

一
力
ず
る。

っ
て
会
費
制
で
行
な
う
よ
う
提
案
一

(市
教
委
社
会
教
育
課
)

が
あ
り
、
各
青
年
団
で
は
地
域
に

豚

(
育
)
(
1
ず
れ
必
来
ヰ

一
一月
↑ト旬
現
在
ア
生
後
八
カ

月円
以
上
十
一一一カ
月
円
以
内
、
種

豚
は
全
国
共
進
タ
侯
補
の
展

示
だ
り
、
肉
豚
は
十
二
月
の

農
産
品
評
会

t
共
倒
す
る
の

で
展
示
だ
り
行
な
う
)

た
め
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
践
家
一

ま
た
従
来
e

の
慣
背
と
し
て
股
家

の
嫁
が
限
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。
一
の
あ
と
つ
ぎ
は
、
長
男
か
、
で
き

二
、
三
男
や
規
模
の
小
さ
い
陸
一
の
よ
く
な
い
子
供
が
多
か
っ
た
が

農

村

に

は

優

秀

な

子

を

家
に
お
け
る
就
職
は
止
む
を
得
な
一
乙
れ
か
ら
の
農
業
経
営
は
顕
在

4

4

{

1
1
i
こ

い

が

、
単
に
都
会
に
あ
乙
が
れ
る
一う
こ
と
が
多
い
の
で
、
兄
弟
の
な

市
最
近
農
村
を
離
れ
る
背
年
が

一

農

努

川
ど
れ
は
県

外

と

英

語

、
農
業
主
ら
つ
て
の
壁

一

か
で
も
、
一
種
禿
な
も
の
が
出

多
く
な
っ
た
。
と
く
に
女
性
の
離
一内
の
事
務
員
、
白
員
に
就
職
す
る
一
は
で
き
る
だ
け
や
め
た
い
。
一
村
に
成
っ
て
、
新
農
村
の
砲
設
を

芳
一
二
分
科
会

①

寄
年

学

級
を
も
っ
と
活
発

に
す
る
に
は
学
級
生
の
希
望
を
と

り
入
れ
た
計
闘
や
運
営
を
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
際
に
は

希
望
を
つ
の
る
と
な
に
も
い
わ
な

P

い
者
が
多
い
乙
乙
ろ
に
幹
部
の
悩

み
が
あ
る
。

学
級
生
の
意
志
を
反

影
さ
せ
る
万
民
と
し
て
、
世
論
調

査
や
、
い

っ
し
ょ
に
作
業
を
行
な

う
合
間
な
ど
に
話
さ
れ
る
意
見
に

注
意
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

宋
加
入
者
の
入
団
を
促
進

①
最
近
団
員
数
が
減
少
し
て
い一

年
団
で
行
な
う
奉
仕
作
業
や
実
習

る
同
向
に
あ
る
。
乙
れ
は
第
一
に
一
地
作
業
な
ど
を
き
ら
っ
て
入
団
し

村
に
残
る
背
年
が
少
な
く
な
っ
た
一
な
い
も
の
、
家
庭
の
理
解
の
な
い

た
め
で
あ
る
が
、
青
年
団
が
あ
る
一
も
の
な
ど
が
あ
る
の
で
、
未
加
入

地
域
で
も
か
な
り
未
加
入
者
が
あ
一
青
年
と
意
見
交
換
の
場
を
つ
く
り

る
。
乙
の
人
た
ち
の
な
か
に
は
勤
一

青
年
団
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
し
た

め
人
や
大
工
、
左
官
の
弟
子
な
ど
一う
え
で
入
団
す
る
よ
う
に
し
て
ゆ

が
多
く
、
時
間
的
に
都
合
の
つ
か
一
き
た
い
。

な
い
も
の
も
い
る
が
、
運
動
会
や
一

指
他
団
体
と
の
協
力
関
係
を
強

慰
安
旅
行
に
だ
け
出
席
し
て
、
背
一
め
た
い
。
と
く
に
婦
人
会
と
は
懇

T
E--4一一一
一一一一一Ti-
-=一江口
=Ez-
-=
一一一一一一
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一一一一
aiz
--一
一一一一
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A
日

時

十

月
二
十
八
日

ム
場
所

大
村
公
圏
内
補
助
グ

ラ
ン
ド

ム
出
品
資
格
出
品
畜
は
各
農

協
和
よ
ひ
各
種
畜
産
団
体
の

品
評
会
ま
た
は
予
選
を
受
げ

た
も

ωで
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
、

各
地
弘
の
予
選
は
九
月
中
位

終
っ
て
く
だ
さ
い
。

出
品
予
定
頭
数

ム
和
牛

白

頭

種

牝

牛

(生

後
十
近
カ
角
以
上
で
登
録
登

記
の
も
の
)
肉
牛
(
生
後
二

十
カ
月
以
上
の
も
の
)
育
成

牛
(
血
統
証
を
も
っ
て
い
る

も

ω。
も
し
な
い
場
合
は
審

査
員
の
判
定
に
ま
か
せ
異
識

を
申
立
て
る
乙
と
は
で
き
な

い
)

〔
い
ず
れ
も
出
品
者
か
三
カ

月
以
上
飼
育
し
て
い
る
も
の
〕

ム
乳
牛

初

頭

経
産
、
未
経

畜
産
共
進
会
は
川
月
何
日

6 6  
豚馬乙 三 お月 産

とカ示以(
3010-月び 上 い
頭頭 以種のず

上系ホれ
開 税飼 LVルも
豚 馬育 、y、空
( し 刷 工台後
成 て 品イ 十
) い者 ン六
肉 る が 種カ

ム
め
ん
羊

初
頭
以
下
成
め

ん
羊

(
岡
和
=
了
四
叫ん産
以

前
の
も
の
)
仔

ωん
羊
(
悶

和
三
十
五
年

σも
の
)
〔
い

ず
れ
も
い
本
コ
リ
デ
l
ル
種

の
牝
、
出
品
者
が
・一
カ
月
以

ト
飼
育
し
て
い
る
と
と
〕

ム
山
羊
お
頭
成
山
羊
(
昭

和
三
十
四
年
産
円
以
前

の

も
の
)
仔
山
羊

(
開
和
三

十
五
年
産
の
も

ω)
〔
い
ず

れ
も
い
い
本
ザ
1
ネ
ン
爾
登
録

登
記
の
も
の
、
州
品
者
が
一
一

カ
月
以
飼
育
し
て
い
あ
と

と
〕

〈
種
鶏
お
番
単
冠
白
色
レ

グ
ホ
l
ン
、
構
斑
プ
リ
マ
ス

ロ
ッ
ク
(
い
ず
れ
も
生
後
六

カ
月
以
上
の

-
番
、
同
一
人

が

一品
種

一点
以
内
、
血
統

旺
の
あ
る
も
の
で
出
品
者
が

三
カ
月
円
以
ト
飼
育
し
て
い
る

と
と
)

(
盟
締
課
)



と

な

り

ま

す

。

一

ろ

ん

。

外

国

人

も
す
べ
て
調
査
さ

一

⑦
教
育

m

乙
の
よ
う
に
、
乙
の
裂
は
国

一
れ

ま

す

。

一

軍

慰

関

係

W

家
的
に
も
大
き
な
意
誌
を
も

つ
も
一

調

査

の

こ

と

が

ら

一

①
結
婚
年
数

一

M
日

ご

ろ

か

ら

訪

問

M

の

で

あ

り

ま

す

が

、

世

界

各

国

で

一

ー

一

冊

子

供

の

数

一

m

も
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
基
準
で
一
調
査
の
項
目
は
全
部
で
二
十
三
一
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
(
た
だ
し
一

調
査
員
が
九
月
二
十
四
日
ご
ろ
切

調
査
を
し
、
お
互
い
に
そ
の
結
果
一
項
目
で
各
世
帯
の
か
た
に
記
入
し
一
結
婚
年
数
や
子
供
の
敬
は
既
婚
の
一
か
ら
各
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
仇

葉
イ
モ
チ
病

の
発
生
し

を
比
較
で
き
る
よ
う
に
国
際
連
合
一て
い
た
だ
く
こ
と
が
ら
と
、
調
査
一
女
だ
け
に
つ
い
て
記
入
し
ま
す
こ
を
お
配
り
し
ま
す
。

以
た
水
田
で
は
、
い
ま
は
葉
イ
モ

で
も
勧
告
し
て
い
る
の
で
三
原
面
接
し
て
お
た
ず
ね
し
て
記
一

関
査
員
が
聞
い
て
調
査
す
一
調
査
票
の
記
入
の
仕
方
は
調
査

紗

病

は

見

ら

れ

ま

せ

ん

川

げ

⑦

種

ま

き

期

の

早

晩

一日
早
す

を
世
界
人
口
セ
ン
ザ
ス
計
画
と
い

一入
す
る
乙
と
の
ニ
つ
に
わ
か
れ
て

一
る
乙
と
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
一
員
が
、
説
明
し
ま
す
が
、
調
査
票
仇

モ

チ

や

枝

梗

イ

モ

チ

え

と

カ

芳

フ

ぎ

る

と

葉

数

は

捕

え

ま

す

が

、

、

一

、

微
生
ず
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で

一，に
も
、
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
材

結
球
期
に
軟
関
内
か
で
ま
す
。

一

ー

内

開
揃
閣
に
水
銀
製
剤
な
ど
の
襲

あ

り

の

ま

ま

に

書

い

て

く

だ

さ

い

一

よ

く
よ
ん
で
、

間
違
い
の
な
い
よ
マ
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
o

村

山

げ

れ

山
日
目
叩
め
結

一
う
に
書
い
て

く

だ

さ

い

。

い

台

市

虫

心

枯

病

の
発
生
し

結
球
白
菜
の

種

童

話

こ

』

j
p
t
E
了

一

十

月
一
日
か
ら
三
日
ご
ろ
ま
で
鰍
て
い
る
ほ
場
参
く
見
か
け
ま
が
お
く
れ
て
い
ま
す
が
、
晩

出

富

勢

佐

賀

H
立
派
な
結

印

月

1
日

午

前

0
時

現

在

で

一

の

3
3調

査
が
訪
問
し
、
ブ
9
0
出
国
乙
ろ
ま
で
が

一

貫

し

則

の

品

種

は

下

旬

ま

で

ま

け

球

は

葉

の

数

の

多

少

に

よ

る

か

一

日
2
V

〈

〈
槻
分
け
易
い
時
で
す
か
ら
、
発
牛
一

ま

す

。

葉

の

充

実

に

よ

る

か

を

考

え

る

勢

宮

町

一
日

出

一

日

告

許

可

軒

世
帯
の
か
た
に
害
い

一

時

間

町

長

時

間

一

時

一

見

当

円

一

同

刊

誌

駐

日

の

け

は

山

両

日

間

1が
ひ
ど
い
主
く
な

れ
ま
す
。

一言
つ
も
の
で

す

。

一

て

い
た
だ
く
乙
と
は
つ
ぎ
の
と
お
工
事
業
所
の
名
称
判
事
業
所
一
か
た
に
聞
い
て
詑
入
し
ま
す
o

w
は

極

言
し
て
不
適
当
で
す
。
苗
の
も
の
は
九
月
下
旬
が
種
ま
乙
れ
か
ら
後
妻
の
充
読
書
視
の
ゆ
合
は
育
ち
が
思

乙
の
国
勢
調
査
は
大
正
九
年
以
一

し
た
が
っ
て
こ
の
調
査
は
統
計
一り
で
す

一

で

営

ん
で
い
る
事
業
の
種
類
一
乙
の
調
査
に
よ
る
秘
密
は
絶
対
本

秋
ウ
ン
カ
の
発
症
に
は
注
き
時
で
す
。
早
ま
き
す
る
と
菌
と
い
い
ま
す
か
、
京
都
一二号
が
わ
レ
く
な
い
-

後
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
一
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
一

0
氏

名

一

窓

会

し

て

い

る

仕

事

の

種

一

ら

れ

ま

す

の

で

、

E
E
Z言

い

よ

う

に

し

ま

し

禁

の

発

表

多

く

す

ま

す

立

派

な

結

苦
行
な
う
に
は
、

2
筈

F
I
--ww品

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
と
ん
ど
の
一
あ
っ
て
、
税
金
や
そ
の
他
の
目
的
一

zzz
一
類
付
従
業
上
の
地
位
川
従
一
申
告
し

、
お
乙
た
え
く
だ
さ
い

0
7っ

。

〔
み

か

ん

U

Z
と
と
も
に
葉
の
充
実
し
⑥
肥
料

2去
っ

た
り

二

2
3州
側

調
査
は
十
年
め
ご
と
に
行
な
わ
れ
一
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
一
③
男
女
別

一

電

通

蓄

に

つ

い

て

は

通

一

切

ヒ
エ

は
出
雲
八
目
安
本
年
は
霊
祭
多
い
よ
う
で
た
の
か
よ
い
の
で
、

ど

う

し

て

か

せ

万

が

悪

い

場

合

。

一

や
病
気
に
備

W
れぬ

る
大
が
か
り
な
も
の
で
、
そ

の

結

一

せ

ん

。

国

勢

調

査

で

調

費

す

る

の

一

④

生

年

月

日

一

事

一

な

お

、
国
勢
調
査
に
つ
い
て
く
れ
れ
ば
季
力
が
あ
り
ま
す
o

早

す

。

裂

を

見

て

襲

、
ヵ
リ
も
早
く
ま
く
乙
と
が
奇
で
す
し
た
が
っ
て
住
意
思
わ
し
お
出

引

幣

ぬ

果
は
与
後
五
年
間
、
国
や
県
市
の
一
は
十
月

一
色
内
に
す
ん
で
い
一
員

一
市
住
宅
に
関
す
る
喜

一

ゎ

レ

い

乙

と
は
庶
務
課
長
た
ず

Zに
抜
き
と
り
、
来
年
の
発
生

肥

料

議

し

ま

し

ょ

う

。

野

崎

二
号
は
少
な
い

考

案

く

な

い

時

は

、
そ
の
お
も

E

C
卦
本
認

政
治
や
行
政
の
重
要
な
基
脆
資
料
一
る
人
全
部
で
す
。
日
本
人
は
も
ち
一

⑥

一
年

前

の

常

住

地

一

刊

住
宅
の
所
有
関
係
と
間
住
室
一
ね
く
だ
さ
い
o

(

庶
務
課
)

W

源
を
な
く
す
る
よ
う
に
努
め
ま
幼
木
園
の
間
作
に
ル
l
ピ

ン

が

充
実
す
る
と
立
派
な
結
球
に
因
を
早
く
適
確
に
判
断
し

τ
J
;

:
γ
:
:、i
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d
rs
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4
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B
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1
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ミ
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t
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誌
、
4
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1
I
f選
出
、
t
-
Jミ
ミ
4・
P
主送、
f

PR議
出
、
骨
身
、お悶昔、
f
bミ
ミ
、
e
rミミ、
4
hさ
き
4p
s
m司、
，
r
b
s
qd
，
込ぬ
NE--‘S
S由、
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ミ
ミ

4
，
S
団司
'
ts
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ィ
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ミ
ミ
、
4
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t
ts
品、
t
b
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ミ
ミ

b思
ぬ
S
'
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ミ
J
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'

も
よ
り
の
場
所
で
検
査
を
受
け
て

l
、

問

必
ず
加
入
し
な
け
月
額
四
、
五
百
円
に
も
な
り

3
、
問

保
険
料
を
納
め
な
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
。
者
は
十
年
刷
で
一
万
八
千
円

れ
ば
な
ら
な
い
人
が
資
格
取
農
家
な
ど
毎
月
現
金
収
入
が
い
と
き
は
強
制
徴
牧
さ
れ
ま
〔

こ
た
え
〕
保
険
料
の
の
保
険
料
を
納
め
て
六
十
五

得

脳

を

出

さ

ず

、

あ

る

い

は

あ

る

訳

で

は

な

い

の

で

困

る

す

か

。

免

除

則

間

を

保

険

料

納

付

前

才

か

ら

老

令

年

金

が
も
ら
え

国
民
年
金
手
帳
の
受
取
り
を

が、

保
険
料
を
納
め
る
の
に
〔
こ
た
え
〕
そ
の
と
お
期
間
と
す
る
乙
と
は
で
き
ま

(六
十
九
才
去
で
年
九
千
六

拒
否
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
な
に
か
よ
い
方
法
は
な
い
で
り
で
す
。
保
険
料
を
納
め
る
せ
ん
。
し
か
レ
年
金
の
受
給
百
円
、
七
十
才
以
上
年
一
万

の

で

す

か

。

罰

則

の

規

定

を

し

よ

う

か

。

義

務

は

本

人

だ

け

で

な

し

に

資

格

の

期

闘

に

は

計

算

必

い
よ
い
よ
子
ど
竹

も
た
ち
に
も
、
親

md
 

に
と
っ
て
も
、
一
一
T

年
に
一
回
の
楽
し
切

い
運
動
会
が
近
づ
仇閉

山

き
ま
し
た
o

M

運
動
会
の
お
弁
れ山山

当
な
ど
は
、
食
中
旬

毒
な
ど
を
起
き
な

m

い
よ
う
調
理
に
い

は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
m

注
意
し
ま
し
ょ
う
Vが

本
年
度

「秋
期

)

農

林

大

臣

の

幼
各
学
校
の
運
動
会
の
日
程
は
つ
一一

森
林
病
害
虫
等
防
除
命
令
予
告
く

-
ヵ

一ぎ
の
と
お
り
で
す
。

m

告
示
さ
れ
防
除
期
聞
が
九
月
十
」

一
ノ
一ム
9
月
M
白
川
西
大
村
巾

い

日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
と
な
っ
て
一一ム

お
日
日
都
中
黒
木
小
、
中
央
小
mm

い
ま
す
の
で
、
被
害
木
は
駆
除
を
一一ム

ゆ
片
2
日
H
大
村
中
、
賀
糊
巾
九
一

行
な
っ
て
下
さ
い
。
駆
除
が
終
れ
一一

三
浦
小
、
三
浦
中
、
松
原
小
、
切

ば

林

業

普

及

員

ま

た

は

段

林

諜

に

一

す

ロ

、

~

駆

除

の

実

施

場

所

お

よ

び

数

量

を

一

ヤ

山

月

物

お
届
け
く
だ
さ
い
。

一

ム

9
日
H
一一一城
小、

大
村
小
、
東
W

大
村
ゆ
、
西
大
村
小
、
福
重
d

mm

鈴
同
小
、
鈴
田
中

A
U

(
市
教
委
)
物

(三〉

国勢調査

(才2~8 号〉りよだ政市ネナ大

(
股
林
謀
」

青
少
年
対
策
モ
デ
ル
地
区
に

く
だ
さ
い
。

ム
日
日
午
前
九
時
1
午
後
二
時
賀

瀬
田
下
郷
禿
鶴
夫
宅

lf写':111.12["':.ZO!I)J:¥-j， 

線
合
対
策
の
基
礎
調
査
を
賓
施

ム
同
日
午
前
九
時
J
午
後
三
時
大

②

モ

デ
ル
地
区
に
お
け
る
背
少

年
の
た
め
の
健
全
育
成
郵
設
な

村
哲
察
署
二
階F

大
村
鵬
首
察
署
)

-1
3
1・
最

近

、
背
少
一
に
な
り
、

再
的
県
で
は
大
村
市

叫
'・

『

一

』
』
乙

何
年
の
問
題
は
、
非
一
{
西
大
村
地
区
)
東
長
仲
町
の
二

…
ぃ
民
一

行
の
捕
加
骨室

、
一
ヵ
所
が
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

一
+
イ
J

↑
非
常
に
心
配
す
ベ

一

乙
の
指
定
に
伴
な
い
木
市
協
議

一
宇
佐

…
き
も
の
が
あ
り
、一
会
で
は
関
係
機
関
、
関
係
団
体
、
③
宵
少
年
の
団
体
活
動
の
状
況

~
創
い
や

と
れ
ら
の
間
閣
に

一お
よ
び
有
志
な
ど
の
協
力
を
得
て
④

背
少
年
を
め
ぐ
る
社
会
環
境

工

主

対
処
す
る
た
め
、

一
地
区
の
実
態
に
即
応

し
た
、
♂
@
青
少
年
問
題
の
実
態

叫

R
3
-
関
係
機
関
、
団
体
一
的
な
青
少
年
対
策
を
実
配
す
る
7

一

E
一
な
ど
が
一
体
と
な
一
め
、
背
少
年
問
題
の
基
話
賓
と
(
大
需
要
年
問
題
協
議
会
}

-j
t
i
時

っ
て
、
強
力
な
施
一レ
て
、
つ
ぎ
の
事
項
に
つ
い
て
羽

一

り

ょ
う

銃

な

ど

の

検

査

策
を
推
進
す
る
制
的
で
、
大
村
市

一
査
す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
も

で
は
本
年
一
月
宵
少
年
問
題
協
議
一
指
定
を
受
け
化
四
大
村
叫
区
を
は

一

大
村
野
保
特
で
は
、
り
ょ
う
銃

会
を
設
置
し
た
乙
と
は
ご
承
知
の
一
じ
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

"空
気
銃
、
刀
剣
へ
美
術
品
と
し
て

と
お
り
で
す
。

一力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一

一

一登
録
し
て
あ
る
も
の
を
除
く
)
の

中
山
〈
背
少
年
川
間
川
議
会
で
は
一

一

i
l
一

調

査
事
禎

一

と
の
た
U
、
全
川
的
に
背

少

年

安

ア

一

般
主
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
乙
れ

熊

ι
フ
引
ハ
地
区
を
逆
L
3る
乙
と
一
心
地
域
の

一
般
的
状
況
一
ら
を
所
持
し
て
お
ら
れ
る
か
た
は

ど
の
状
況

何

日

か

ら

松

く

い

虫

な

ど

の

防

除

rrr有1~ 5 乍 ~JJi O :J
(Ii，;il.v':':' .¥ ) J L l. 1 - ' よいと~ j'.j(. i;E川区.IJ)

野
菜
、

ょ
く
洗

果

物

な

ど

lま

て

食

つ

の
暦
数

的
家
計
の
収
入
の
種
類

楽しい運動会近づく

J、え

キ自民

1レ

よ

農

事

モ
Iぜ'̂'、，、

メ

水
稲
LJ 

う

し
よ
う
。

〔
そ
さ
い
U

秋
馬
鈴
薯

の
植
え
付
け

は
十
五
日
ご
ろ
ま
で
で
す
。
す

ん
で
い
な
い
も
の
は
植
え
付
け

を
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。

玉
ね
ぎ
H
H
泉
州
黄
等
の
品

種
は
二
十
日
ご
ろ
が
適
期
で
す

極
ま
き
前
に
ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ

ン
や
水
銀
剤
で
土
壊
を
消
毒
し

ま
し
ょ
う
。

蚕
豆
、
ク
ロ
パ
|
等
を
ま
き
ま

し
ょ
う
。

結
球
白
菜
栽
培

上
の
注
意

な
り
ま
す
の
で
、
比
較
的
お
そ

ま
き
が
で
き
る
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
栽
培
か
ら
は
、
育
ち
の

前
半
は
葉
の
数
を
ふ
や
す
乙
と

が
閏
岡
田
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は

つ
ぎ
の
点
が
大
切
な
条
件
と
な

り
ま
す
。

2・zr-Ed-----===ご・
-=--L=-zz-Fe--==--rp-ZE--
--rL--
-L=-==-TZ--Ez--z=---ュ
--z=-R-zz-zzz=-
-L=ご-ze---=z-----z

白
葉
は
育
ち
か
ら
み
る
と
一
症

を
二
つ
に
区
別
さ
れ
ま
す
。
そ

の
区
別
す
る
と
乙
ろ
は
温
度
が

十
四
1
十
五
度
(
十

一
月
上

・

申
旬
)
に
下
る
と
株
の
大
、
小

は
さ
ほ
ど
問
題
に
し
な
い
で
、

苦
立
の
準
備
(
花
芽
が
作
ら
れ

る
)
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
乙
の

時
は
一
枚
も
葉
が
ふ
え
ま
せ
ん

の
で
、
乙
れ
ま
で
を
誕
数
増
加

期
と
み
ま
す
。

国
民
年
金
の
質
疑
集

-τ--z-
--=--------------------z-一-
-----------
------
---E
E---------z
---士一--=------一--ニ=---
---z--
----------『

-一--一-F------2・------
=----=-一-一'

い
う
よ
う
な
方
法
を
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
米
や
饗

の
代
金
が
入
っ
た
時
な
ど
に

何
年
分
か
を
前
納
す
る
と
、

割
引
き
さ
れ
た
安
い
保
険
料

に
な
る
の
で
有
利
で
す
。
結

婚
や
成
人
式
藍
，
山
な
ど
に
前

納
制
肢
を
利
凡
ず
る
の
も
良

い
方
法
で
す
。

て
も
納
め
ら
れ
な
い
と
思
わ

れ
る
人
は
免
除
の
手
続
き
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

4
、
間

保
険
料
の

免
除
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
則

聞
は
年
金
額
に
つ
い
て
の
引

算
と
は
な
ら
な
い
の
で
、
作

金
の
一
ば
ん
必
要
な
低
所
得

に
対
す
る
年
金
が
薄
い
も
の

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
出
川
し
て
、

だ
れ
で
ち
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

5
、

問

抗

十

才
以
上
五
十

五
才
未
満
で
伍
意
加
入
を
す

る
も
の
と
、
し
な
い
も
の
と

の
利
点
と
パ
点
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

〔
こ

た
え
〕

任
意
加
入

栽
階
上
注
意
す
る
乙
と
が
大
切

と
思
わ
れ
ま
す
。

生
育
の
後
半
は
そ
れ
ま
で
に

作
ら
れ
た
葉
を
充
実
さ
せ
る
か

さ
せ
な
い
か
で
、
結
球
の
良
否

が
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、
と
く

に
注
意
す
る
点
は
つ
ぎ
の
事
柄

で
す
。

川
病
気
の
発
症
H
密
植
に
す

ぎ
た
り
畑
の
多
視
、

∞
肥
料
切
れ
い
山
雨
、
風
の
防

害
、
川
晩
秋
、
初
冬
、
と
く

に
寒
い
場
合
、

同
作
業
巾
の
苓
葉
の
傷
み
、

追
肥
の
場
合
な
ど
常
に
畑
に

立
っ
て
生
育
の
状
態
を
な
が
め

生
育
が
順
調
で
な
い
場
合
は
そ

の
原
因
を
早
く
改
善
す
る
乙
と

は
生
育
の
早
い
白
菜
に
と
っ
て

非
常
に
大
切
な
と
と
で
す
。

医民年金はあ

たため老後を

ささ えます。
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市川官
住
宅
の

λ
居
方
法
な
ど

作
目
じ
わ
た

し
た
ち
の
生
活
の
本
拠
と
な
る

ホ

の
て
ず
。
大
村
市
て
は
何
年
市
営
任
宅
な

ど
が
建
計
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
場
所
や
、

入
間
刀
件
、
ん
か
賃
な

戸
、
ど
の
よ
う

に
た

~
て

い
る

の
U
h
m
た
十
ね
し
ま

y
u

(
杭
山
沖
郷
藤
田
武
芳
〉

一一一一一
一-z一-r-
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松
原
の
子
供
会
に
剣
道
部

毎
朝
六
時
か
ら
熱
心
に
練
習

百
真
知
に
申
込
ん
で
ど
だ
芯
い
。

(松
関
内
牌
所
)

(1汀月 111 .10日.zo日発行〉

松
原
地
区
で
は
と
の
ほ
戸
父
兄

一
体
と
な
「
た
hq
子
供
会
剣
道
部

(会
長
一
瀬
四
郎
さ
ん
)
。
が
発

足
し
ま
し
た
.

と
れ
は
、
本
年
四
月
大
村
警
察

署
酒
場
開
き
少
年
剣
道
大
会
が
開

か
れ
た
ど
ろ
、
制
作
原
駐
在
所
中
野

巡
査
の
き
も
入
り
で
、
選
手
の
練

習
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、

心
身
の

鍛
練
ど
青
少
年
の
健
全
育
成
の
面

で
非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
の

で、

父
兄
の
認
識
が
高
ま
り
、
そ

昭和 何 年 9月 10日
(lfiF1I33W4 JJ?? fJ第三fll!'111 ，{!E物認可)

忌
明
に

寄
付

、、t
，ノ

汁
叶

門
川
ド

〆
rt
、、

の
後
ぞ
ぐ
ぞ
ぐ
参
加
者
が
増
え
、

と
の
ほ
ど
剣
道
部
の
結
成
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

少
年
剣
士
は
毎
朝
六
時
か
ら
七

時
ま
で
八
幡
神
社
境
内
で
一
瀬
渡

教
士
の
指
導
ア
熱
心
に
練
習
を
つ

づ
り
て
い
ま
す
。

(
下
段
写
真
)

な
お
、
参
加
希
望
者
は
一
の
瀬

八
月
の
落
し
物

A
3
H
川川
一金
干
四
百
三
十

一
円
ム

Q
H同
千
三
宵
円
ム
9
日
カ
メ
ラ

一
台
ム
ザ
日
間
金
千
百
十
三
円
ム

ロ
日
同
二
千
二
百
四
十
六
円
ム
ぷ

円
腕
時
計

一
つ
ム
引
日
現
金
四
千

円

(

大

村

暫

察

署

)

被
保
険
者
証
の
無
効
公
告

被
保
険
者
州
番
け

川
問
主
氏
名

刊
所
無
効
年
月
日
理
由

四
一
二一
J

八
一
次
川
力
村
山
一
伊
川
民
間
一一一
O
お
・
8
・
針
転
出

三一一
七
八
一一

永
砧
ト
サ

似
ケ
任
一
朗

5
・
m死
亡

六
一一一一一

主
呪
井
武
光
下
小
路
口
六
じ
じ

9
・
8
そ
の
他

八

O
m
一
川
、
北
川
ミ
ン

山
下
問
問
一一一六
八

4
・
ー
そ
の
他

市
県
川
問
問
合
せ
て
引
戸
を
管
理

'vvv、~(吹~"ぜ-" " / ~

~、昨，ぜv、内""'"、"""'"、~
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入
居
資
格
お

よ
び
収
入
基

準住
宅
の
種
類

第
一
種
、
第
二
種
、
第
三
極
の

ニ
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
第

一
種
市
営
住
時
国
の
補
助

を
受
け
て
建
設
し
た
住
宅
で

一

一戸
当
り
‘標
準
床
面
積
が

一
0
・

五
坪
の
住
宅

州
第
二
種
市
営
住
宅
凶
の
補
助

を
受
け
て
建
設
し
た
住
宅
で
一

一戸
当
り
原
準
床
而
積
が
八

・
五

坪
の
住
宅

県
営
住
宅

県
首
住
宅
は
古
町
ア
パ
ー
ト
・

一

付
川
山
枠
ア
パ
ー
ト

八

日

一

C

の
収
入
詰
問中は
館

一
種
市

営
住
宅
と
同
じ
で
、
内
出
掛伴ア

一

パ
l
r
い
日
ド

は
第
二
種
市

町
刊
む
と
同
じ
で
す
。

一

補

充

入

居

申

込

に

つ

一

い
て

一

市
・

県
営
住
宅
で
家
が
空
い
た

一

場
合
は
伺
充
入
間
申
込
者
の
中

一

か
ら
州
せ
ん
、
ま
た
は
選
考
に

一

よ
り
入
居
者
を
決
定
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
補
充
申
込
の
受
け

付
け
は
市
役
所
建
設
視
で
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
申
込

相
の
有
効
期
阪
は
一
カ
年
で
す

{
建
設
課
)

求
人
案
内

〔
男
子
U

第 三種市営住宅

土主-1古玉i使 JIJ料(一
月につき〕

|斗

200 

210 松 2組、6組竹

叩
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m
-
m
叩

叩
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m

n
u
n
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円
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n
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H
u
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数

5

2

-
1

5

0

0

4

一
8

1

5

7
4

u

o

o

一。

第 一 種市営住宅

使用料 l--

n ~とっ f1')

1. 500 内

H
U1

 

住 宅 名 | 戸

久 原|

庁 Il!rI 

上 1)、『名

第二 種 市 営住 宅

PIJ 片

A
H
H
u
 

n
HUυ 
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500 

600 

600 

A
H
Hu
 

n
H
H
U
 

A
HH
U
 ，

 

1
 

29 

20 

宅

池

五i者5

第

住東部訪

訪

回

言祝

ま
し
た
。
乙
れ
は
県
内
の
貿
易
を

振
興
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
事
業
の
実
施
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

該
当
の
か
た
で
ご
希

望
の
向
は
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

ム
貸
付
対
象
原
則
と
し
て
巾

小
貿
易
業
者

ム
資
金
の
使
途

の
運
転
資
金

ム
貸
付
期
間

カ
月
以
内

ム
貸
付
利
率

貿
易
基
金
で
運

転
資
金
を
貸
付

こ
の
た
び
県
で
は
貿
易
基
金
制

肢
を
設
定
し
、
中
小
貿
易
業
者
の

金
山
酬
を
円
滑
に
す
る
乙
と
に
な
り

1. 700 

2.100 

Z. 600 

1， 600 

1. 600 

1. 800 

1. 900 

1. 2 5 0 

E 

F 

tf~ 

原 rl ;:rl ニ

つ
ぎ
の
か
た
は
国
民
健
康
保
険
仰
を
公
告
し
ま
す
。

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
柿
保
険
一
な
お
、
該
当
者
は
被
保
険
者
証

者
の
資
格
を
山
比八し
た
の
で
、
国
一
を
担
い
で
保
険
衛
生
課
に
返
し
て

一
民
他
康
保
険
つ
M
保
険
者
証
の
無
一く
だ
さ
い
。

{
保
険
衛
生
課
)

市
内
凶
日
住
明
乙
三
日
高
尾
リ一

-

な
さ
ん
は
亡
安
俄
六
さ
ん
の
u
r明
一

に
一.
千
川
な
れ
/ス
一恥
刊
一J
主
刊
に
一

と
八
月
二
十
阿
川

ρ/ニ信
州
同
議一

会
ド一利
小
さ
れ
ま
し
?
の

一

利
会
福
州
協
議
公
)一

，
4
-f
l
i
v
-
-
1
t
:

十

?
J
手
パ
ペ
「Jl
'

-1
1

一

AK-h十
一一
.一円
、
川
山口
付
市ぃ八
十
八
一

殺
し
た
介
石

一

一円
、
ム円せて冗一一
向
八
十
一
一円
の
任
一
ー

一

宅
が
辺
設
さ
れ
、
市
で
乙
れ
を
官

一

入

居

資

払

一
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